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出典：岡山県農林水産部「家畜ふん堆肥適正施用の手引き」（H26.3）出典：岡山県農林水産部「家畜ふん堆肥適正施用の手引き」（H26.3）

～岡山県内の農耕地土壌の実態～～岡山県内の農耕地土壌の実態～

①腐植（≒有機物）が少ない
②一部の肥料成分が過剰 or 不足傾向で
養分が不均衡
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図１．水田土壌の化学性
（2012年, 50圃場）
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図２．野菜畑の化学性
（2008-12年, 198圃場）
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化成肥料に比べて...

①散布に労力がかかる

②保管場所の確保や散布機器の導入・

維持管理にコストがかかる

③肥料成分が多様で施肥管理が難しい
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堆肥が敬遠される理由堆肥が敬遠される理由



堆肥堆肥 化学肥料
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混合堆肥複合肥料混合堆肥複合肥料

平成24年の肥料取締法施行規則等の
改正により、堆肥を原料とした普通肥料
「混合堆肥複合肥料」の生産が可能に！
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→施肥管理を省力化できる！→施肥管理を省力化できる！

〈耕種側のメリット〉

・堆肥を肥料原料として販売できる

〈畜産側のメリット〉

①肥料成分と有機物を同時に供給できる
②ペレット状または粒状に成形されて

いるため作業性が高い
③加熱乾燥により堆肥由来の

雑草・病原菌などの心配がない
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表１．混合堆肥複合肥料の公定規格（概要）表１．混合堆肥複合肥料の公定規格（概要）

①原料家畜ふん堆肥に関すること

・窒素が乾物あたり2%以上

・窒素、リン酸、カリの合計が乾物あたり5%以上

・炭素窒素比が15以下

・家畜ふん堆肥の割合は乾物重量で50%以下

②製造工程に関すること

・造粒または成形後に加熱乾燥すること

③完成肥料の品質に関すること

・窒素、リン酸、カリのうち、いずれか2つ以上の合計が
　10%以上

・その他保証成分の最小量

・有害成分11種の最大量

※農林水産省告示「肥料取締法に基づき普通肥料の公定規格を定める

　等の件」から一部改変



岡山県畜産研究所

混合堆肥複合肥料による省力施肥技術の普及と

堆肥などの有機質資材の利用促進を目指す！

岡山県農業研究所
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②肥効試験
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①小型造粒機での
試作試験

②長期保存試験
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①製造及び肥料登録
②市場ニーズの把握
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工場での製造工場での製造

混合堆肥複合肥料による省力施肥技術の普及と

堆肥などの有機質資材の利用促進を目指す！

製品化 普及



２．混合堆肥複合肥料の開発事例２．混合堆肥複合肥料の開発事例



①混合堆肥複合肥料に混合できる
窒素肥料の限界を探る！

①混合堆肥複合肥料に混合できる
窒素肥料の限界を探る！



表２．試験区及び原料表２．試験区及び原料

・窒素含有量を高めるため、窒素肥料
（硫安・尿素・ＩＢ）の混合割合の
上限を検討する。

【目的】

（単位：%DM）

試験区 鶏ふん堆肥 窒素肥料 なたね油かす

鶏●１０ 　５０ １０ ４０

鶏●３０ 　５０ ３０ ２０

鶏●５０ 　５０ ５０ 　０

鶏 １００ 　０ 　０

鶏油かす 　５０ 　０ ５０
※●には、混合した窒素肥料名（硫安、尿素またはＩＢ）を表記。

（単位：%DM）

試験区 鶏ふん堆肥 窒素肥料 なたね油かす

鶏●１０ 　５０ １０ ４０

鶏●３０ 　５０ ３０ ２０

鶏●５０ 　５０ ５０ 　０

鶏 １００ 　０ 　０

鶏油かす 　５０ 　０ ５０
※●には、混合した窒素肥料名（硫安、尿素またはＩＢ）を表記。



図３．造粒歩留まり※図３．造粒歩留まり※

※造粒機を通過した造粒物の全重量に対する、目開き3mmふるい
でのふるいがけ後の篩上物重量の比率

※造粒機を通過した造粒物の全重量に対する、目開き3mmふるい
でのふるいがけ後の篩上物重量の比率
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膨化したペレット膨化したペレット 固結したペレット固結したペレット

尿素の割合が増えると膨化・固結が発生尿素の割合が増えると膨化・固結が発生

→膨化・固結を防ぐ対策が必要！→膨化・固結を防ぐ対策が必要！



（単位：%DM）

牛ふん
堆肥

尿素 硫安 硫加 硫ﾏｸﾞ
なたね
油かす

鶏ふん
焼却灰

窒素 リン酸 カリ

水平型-尿５  50  5 13 4  7  8 13 6.7 6.4 6.3

水平型-尿８  50  8  5 4  7 13 13 6.7 6.5 6.4

水平型-尿１０  50 10 4  7 16 13 6.7 6.6 6.4

谷型-尿５  50  5 13 9 13 10 6.8 2.8 6.6

谷型-尿８  50  8  5 9 13 15 6.8 3.0 6.7

谷型-尿１０  50 10 9 13 18 6.8 3.0 6.7

設計成分値肥料原料

・尿素を減らして不足分を硫安で補うことで、

膨化・固結の発生を抑制。

・尿素を減らして不足分を硫安で補うことで、

膨化・固結の発生を抑制。

尿素5%以内であれば固結は防げる！尿素5%以内であれば固結は防げる！

表３．水平型または谷型混合堆肥複合肥料における尿素の混合割合表３．水平型または谷型混合堆肥複合肥料における尿素の混合割合

ごく弱い膨化は発生するが
固結は起きない
ごく弱い膨化は発生するが
固結は起きない

【目的】



・尿素5%に対して硫安をどこまで増やせるか？・尿素5%に対して硫安をどこまで増やせるか？

最低でも化成肥料なみの窒素がなければ
施肥量が増えて省力化にならない！！

最低でも化成肥料なみの窒素がなければ
施肥量が増えて省力化にならない！！

表４．尿素・硫安混合試験の試験区表４．尿素・硫安混合試験の試験区

10%
以上
10%
以上

（単位：%DM）

牛ふん
堆肥

尿素 硫安
なたね
油かす

硫加 窒素 リン酸 カリ

尿５-硫安０  50 5 35 10 5.4 3.6 7.4

尿５-硫安１０  50 5 10 25 10 7.0 3.3 7.3

尿５-硫安２０  50 5 20 15 10 8.5 3.0 7.2

尿５-硫安３０  50 5 30  5 10 10.1 2.7 7.1

尿５-硫安４５  50 5 45 13.0 2.5 2.0

肥料原料 設計成分値



図４．完成肥料の直径（n=20）図４．完成肥料の直径（n=20） 図５．完成肥料の硬さ（n=20）図５．完成肥料の硬さ（n=20）

膨化・固結の発生を抑制しつつ、
化成肥料なみの窒素は確保できる！

異符号間に5％水準の有意差あり（Tukey HSD）
図中の青線は造粒機のダイス径（φ3mm）
異符号間に5％水準の有意差あり（Tukey HSD）
図中の青線は造粒機のダイス径（φ3mm）

異符号間に5％水準の有意差あり（Tukey HSD）
図中の赤線は全農の水稲側条施肥用粒状複合
肥料の品質基準値（2kgf）

異符号間に5％水準の有意差あり（Tukey HSD）
図中の赤線は全農の水稲側条施肥用粒状複合
肥料の品質基準値（2kgf）

膨化・固結の発生を抑制しつつ、
化成肥料なみの窒素は確保できる！
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